
  

プレスリリース 

平成２９年５月１６日 

 

各報道機関 御中 

山梨大学医学部附属病院 

 

山梨大学医学部附属病院防災トリアージ訓練の実施について 

～大規模災害を想定した実践的訓練、県内基幹病院としての責任を果たすために～ 

 

本院は、山梨県内における基幹災害支援病院として、関東・東海地区に発生が予想され

る巨大地震を起因とする大規模災害発生時において、職員が適確に対応できるよう実行性

のある防災トリアージ訓練（注）を継続的に実施しています。 

大規模広域災害時においては、自助・共助が必要不可欠であることから、関係機関・団

体の他、周辺の自治会にもご協力いただき、地域社会と連携することで防災意識の向上に

努めることとしています。 

今年度は、これまでの防災トリアージ訓練の経験を踏まえ「患者情報の共有化 －迅速

に且つ確実に－」をキーワードとして、地域の関係機関及びＤＭＡＴ隊（災害急性期に活

躍できる機動性をもったトレーニングを受けた医療チーム）と連携しつつ、患者情報の迅

速な情報伝達と適確な判断による行動を目指して実施します。 

つきましては、当日の取材についてよろしくお願いいたします。 

 
注）トリアージとは、大規模災害等で一時に多数の負傷者を受け入れる場合、限られた医療資
源でできるだけ多くの人を助けるため、重症度により負傷者の搬送や治療の優先順位をつけ
る（重症度別に黒・赤・黄・緑に分類する）ことをいいます。 

 

記 

 

日  時：平成２９年５月２０日（土）午前８時３０分～１２時００分頃（雨天決行） 

場  所：山梨大学医学部附属病院外来診療棟 他（山梨県中央市下河東１１１０） 

参加機関：［院外］甲府南消防署、山梨県、甲府市、中央市、他医療機関、自治会他 

     ［院内］各診療科、各講座、病院各部(室)、医学科・看護学科学生、教職員他 

※取材の受付は、附属病院外来診療棟（外来受付ホール）にて行います。 

※実施訓練の詳細は、別紙をご覧ください。 

 

 

 

 

（問い合わせ先） 

山梨大学医学域管理課総務・予算・資産グループ 嶋宮 

TEL：055-273-9614 

（広報担当） 

山梨大学総務部広報企画室 

TEL：055－220-8006 FAX：055－220-8799 

E-mail：koho@yamanashi.ac.jp 



別 紙 

平成２９年度山梨大学医学部附属病院防災トリアージ訓練実施計画 

 

１ はじめに 

本院では、関東・東海地区に発生が予想される巨大地震を起因とする大規模災害発生時に、基幹災害支援

病院として職員が適確に対応できるよう、県内行政機関及び医療機関との連携を重視するとともに、中央市

ボランティア及び周辺自治会の方々にもご協力いただき、災害時に一体となり自助・共助できるように、実

行性のある防災トリアージ訓練を継続的に実施しています。 

 

２ 目標 

外部医療機関の医師及び看護師等の医療スタッフ及び DMAT 隊と連携して、「患者情報の共有化－迅速

に且つ確実に－」をキーワードとして、防災・災害対策本部、前線医療本部及び DMAT 活動拠点における

患者情報の共有化を図るために、各本部及び各ゾーンにおいて患者情報の提供・収集を徹底することを目指

します。 

 

３ 実施日時・スケジュール 

平成２９年５月２０日（土）８：３０～１２：００頃（雨天決行） 

時 刻 内 容 場 所 

8:35 頃 訓練予告放送  

8:50 頃 緊急地震速報、地震発生の非常放送  

8:55 頃 防災・災害対策本部の設置、甲府南消防署から傷病者受入要請 管理棟 3階大会議室 

9:05 頃 病院各所に前線医療本部設置、各ゾーンを設置 病院玄関ホールほか※ 

9:25 頃 各ゾーンにて傷病者受入開始（トリアージ、第２次トリアージ） 病院玄関ホールほか※ 

10:25 頃 訓練終了  

 ゾーン毎に反省会、炊き出し検食（病院玄関脇）  

11:15 頃 閉会式及び反省会（訓練参加者全員） 臨床講義棟 

※ 各ゾーンの配置場所   
トリアージゾーン；病院玄関   

       緑ゾーン（軽症患者）；立体駐車場 
黄ゾーン（中等症患者）；病院玄関ホール  
赤ゾーン（重症患者）；新病棟救急外来入口（ピロティー） 
黒ゾーン（死亡者）；病院玄関脇 

 

４ 実施概要 

① 午前８時５０分に静岡市付近を震源とするマグニチュード８の地震が発生し、中央市は震度６弱の揺

れを観測した状況で、県南西部を中心に家屋の倒壊、火災、交通事故等により多数の傷病者が発生し

たと想定する。 

② 医学部キャンパス職員及び学生に安否確認の一斉メールを配信する。 

③ 職員は、本院の被災状況を確認し、病棟等の安全を確保する。 

④ 医学部キャンパス防災・災害対策マニュアルに基づき、防災・災害対策本部の設置、職員の召集及び

各班への連絡等を行い、職員は、各部署のリーダーの指示に従い、速やかに傷病者の受入れができる

よう準備する。 

⑤ 来院する患者に対し病院玄関においてタグを使用してトリアージを行い、各治療ゾーンに誘導する。 

⑥ 各治療ゾーンで２次トリアージを行い、症状に応じ、帰宅、入院または転院の指示を出す。 

⑦ 訓練終了後、臨床講義棟大講義室で反省会を実施する。 

 

５ 参加依頼する他機関等 

甲府南消防署、山梨県、甲府市、中央市、県内医療機関、地元自治会、他 


